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§１．研究実施体制 

 

（１）酒井グループ 
① 研究代表者：酒井 邦嘉 （東京大学大学院総合文化研究科、教授） 
② 研究項目 

・「失文法」に伴う神経回路の同定 
・「文法中枢」による統語処理計算の同定 
・言語獲得の感受性期の神経回路解析 
・言語障害後の神経回路再編成の解析 
 

（２）村垣グループ 
① 主たる共同研究者：村垣 善浩 （東京女子医科大学先端生命医科学研究所、教授） 
② 研究項目 

・言語関連線維の描出 
・言語マッピングによる機能部位の解析 
・文法・言語に本質的な神経線維の特定 
・誘発電位による皮質連絡の確認 
 

（３）福井グループ 
① 主たる共同研究者：福井 直樹 （上智大学外国語学部、教授） 
② 研究項目 

・言語構造に関する理論的論点の整理 
・統辞処理の理論的考察に基づく概念化 
・併合演算に関する理論化 
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・探索・内心性・カウンターの理論化 
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§２．研究実施の概要 

 

（A）「脳機能解析」グループ 
従来は人間の言語を支える脳の仕組みは、左脳の言語中枢しか知られておらず、言語障害が

生ずるメカニズムは良く分かっていなかった。我々の研究グループは、左前頭葉に脳腫瘍がある

患者の脳の構造と機能について、磁気共鳴画像法（ＭＲＩ）装置と日本語の文法能力テストで詳細

に調べることで、脳腫瘍の部位により異なるタイプの言語障害（特に文法障害）が生じることを明ら

かにした。また、言語の文法処理を支える神経回路が３つ存在し、大脳の左右半球と小脳を含む

広範なネットワークを形成するということを初めて明らかにした。本成果は、言語障害の治療とリハ

ビリの改善に役立つことが期待される。平成２６年２月１１日（英国時間）に英国科学誌「Ｂｒａｉｎ」のオ

ンライン速報版で公開された。 
 
（B）「脳外科臨床」グループ 

本チームの脳外科臨床グループは、脳腫瘍の治療の向上のために、手術前後における脳腫瘍

の位置の正しい評価に加え、その腫瘍が位置する部位の脳機能を継続してモニターしながら手術

を実施した。「脳機能解析」グループとの共同で術前の fMRI 検査によって同定された文法関連の

言語野と、術中の言語マッピングを行った結果と比較した。同時に、言語優位半球の同定として従

来から行われてきた Wada 法の結果と比較し、言語マッピングによる機能解析の効率化、術中及

び術後言語野損傷のリスクの軽減を図った。データの得られた 65 名についての解析から、絵と文

のマッチング課題による術前 fMRI 賦活部位は、覚醒下手術中の機能マッピングで認めた言語局

在と非常によく一致した。また、腫瘍摘出前に慢性硬膜下電極を留置した症例を中心に、術中

CCEP（cortico-cortical evoked potential, 皮質-皮質間電位）計測を行った。患者の症状と計

測値･潜時の変化を記録し術後言語障害を評価して、過去の症例とも合わせて解析した結果、腫

瘍摘出後に術中 CCEP が低下及び消失した群では、言語症状の出現が有意に認められ回復ま

での期間も有意に延長した。 
 
（C）「言語学理論」グループ 

本チームの言語学理論グループは、現代言語学で構造構築および構造に作用する根本演算と

して提案されている併合演算の本質およびその脳内実現について継続的に研究を行なった。平

成25年度では、前年度までの研究で明らかになった「併合度」の概念が言語機能の諸領域に関し

てどのような帰結をもたらすかを探究すると共に、併合に基づく「探索」演算の精密な特徴付けを行

った。実験的研究の背景を成す理論的仮説を述べた論文では、併合演算の様々な特性、特にラ

ベル付け・内心性の問題に焦点を当てて論じている。結論としては、ラベル付け（構造が持つ範疇

の同定）は併合の一部ではなく、構造が作られたあとに一般的な探索アルゴリズムによって決定さ

れるという新たな方向が示されている。 
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